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  平成２５年 第１４回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 平成２５年７月２３日火曜日 １６時 ～ １７時 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 教育委員会室に招集する。 

 

２．本日の出席委員 

教育委員長  田  中  厚  一  

教 育 委 員      市之川  敦  子  

教 育 委 員      門  屋  充  郎  

教 育 委 員      伊  藤  成  昭  

教 育 長      八  鍬  祐  子  

 

３．本日の議事日程  
 

日程第  1  会議録署名委員の指名について 

日程第  2  議案第 4 0 号  教科用図書の採択について 

日程第  3  議案第 41号  帯広市社会教育委員の委嘱について 

日程第 4  報告第 12号  南商業高等学校用教科用図書の採択について 

日程第 5  その他（1）  学校給食の新しいキャラクター募集について 

  その他（2）  今後の事業予定について 

  その他（3）  寄附受納について 

    その他 

日程第 6  議案第 4 2 号  教職員の処分内申について【秘密会】 
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田中委員長  これから、平成２５年第１４回帯広市教育委員会会議を開会い

たします。 

  出席委員は全員であります。 

 会議は成立しております。 

 ここで諸般の報告をいたします。 

（服部課長 報告） 

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、市之川委員及び門屋委員を指名いたします。 

  日程第２、議案第４０号、教科用図書の採択についてを議題とい

たします。  
  直ちに説明を求めます。  
須貝 部長   議案第４０号、教科用図書の採択についてご説明申し上げます。

議案書は１ページでございます。本案は義務教育諸学校の教科用図

書の無償措置に関する法律第１４条の規定により、平成２６年度に

帯広市立小学校及び中学校で使用する教科用図書を採択しようとす

るものであります。平成２６年度に使用する小学校及び中学校用の

教科用図書の採択につきましては、同規定によりまして、採択した

教科用図書の発行が行われないこととなった場合など、同法施行規

則第６条の特例の規定に該当する場合を除き、政令で定める４年間

において、毎年度教科ごとに同一の教科用図書を採択することとな

ってございます。小学校は平成２３年度から平成２６年度まで、中

学校は平成２４年度から平成２７年度までとなっております。本市

におきましては、特例の規定に該当する事項がないため、平成２６

年度につきましても、平成２５年度と同一の教科用図書を採択しよ

うとするものであります。以上よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。  
田中委員長   これから質疑に入ります。  
各 委 員   ありません。  
田中委員長   別になければ、質疑を終結いたします。  
  お諮りいたします。  
  議案第４０号、教科用図書の採択については、原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。  
各 委 員   異議なし。  
田中委員長   ご異議なしと認め、議案第４０号は決定されました。  
  日程第３、議案第４１号、帯広市社会教育委員の委嘱についてを

議題といたします。  
  直ちに説明を求めます。  
大久保部長   議案第４１号、帯広市社会教育委員の委嘱についてご説明いたし

ます。議案書は３ページになります。本案は、帯広市社会教育委員

の任期満了に伴い、社会教育法第１５条の規定に基づき、新たに委
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員を委嘱しようとするものであります。委嘱する委員は、山田義弘

氏を始め２０名の方々です。参考資料として、６ページに名簿を添

付しておりますので、ご覧いただきたいと思います。今回委嘱しよ

うとする方々は男性１１名、女性９名、女性比率は 45％となってお

ります。また、新任委員は一般公募の２名を含み３名となっており

ます。選出区分では、学校教育関係者３名、社会教育関係者１１名、

家庭教育関係者２名及び学識経験者４名となっております。なお、

任期は平成２５年８月１日から平成２７年７月３１日までの２年間

でございます。以上よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結いたします。  
  お諮りいたします。  
  議案第４１号、帯広市社会教育委員の委嘱については、原案のと

おり決定することにご異議ありませんか。  
各 委 員   異議なし。  
田中委員長   ご異議なしと認め、議案第４１号は決定されました。 

  日程第４、報告第１２号、南商業高等学校用教科用図書の採択に

ついてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長  報告第１２号、南商業高等学校用教科用図書の採択についてご報

告いたします。議案書は７ページでございます。本件は、帯広市立

学校管理規則第４１条第２項の規定により、校長が採択し教育委員

会に届けなければならないとされております。このことにつきまし

て、平成２６年度に帯広南商業高等学校で使用する教科用図書につ

きまして、校長が採択いたしましたのでご報告するものであります。

議案書８ページ以降に採択結果を掲載しておりますが、今回計３６

の教科書を採択したところであります。このうち昨年度からの変更

点についてでありますが、議案書１３ページ以降でございます。地

理Ａ、コミュニケーション英語Ⅰ、家庭総合、ビジネス基礎、簿記、

会計、政治・経済の７種目・７教科書について、変更採択しており

ますほか、教育課程の見直しに伴い、コミュニケーション英語Ⅱの

１種目・教科書を新たに採択し、また、音楽Ⅰ、書道Ⅰ、英語Ⅱ、

リーディングの４種目・４教科書につきましては、来年度は採択を

しないこととしております。採択にあたりましては、担当教諭によ

る教科会議、教科主任によるカリキュラム委員会、全教職員による

職員会議を経て、校長が採択したところでございます。報告は以上

です。 

田中委員長   これから質疑に入ります。  
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各 委 員   ありません。  
田中委員長   別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。  
  日程第５、その他（１）学校給食の新しいキャラクター募集につ

いてを議題といたします。  
直ちに説明を求めます。  

井上 場長  学校給食の新しいキャラクター募集についてご説明いたします。

議案書１５、１６ページになります。１５ページが募集概要になり、

１６ページは応募用紙になっております。締め切りは８月３０日ま

でとし、この応募用紙で応募していただきます。その中からまず５

点を選考させていただき、次にその中から、小中学生による投票を

行い、１点を決めます。同時にキャラクター愛称募集も行いまして、

投票数が一番多いものを新キャラクターとして採用したいと考えて

ございます。採用された新キャラクターは、新調理場で使用する食

器５点に印刷し、給食だより、ホームページ、学校給食のＰＲに係

わるものにキャラクターを活用していきたいと考えております。新

キャラクターに採用された児童生徒には、記念品として、キャラク

ター入りの給食食器５点と記念品を贈呈したいと考えてございます。

説明は以上でございます。 

田中委員長   これから質疑に入ります。  
市之川委員   このキャラクター募集について、多数応募があった中から１人だ

けを採用して、５種類の食器全部に統一するのか、あるいは、複数

のアイデアのいいところをそれぞれの食器に盛り込むのか、教えて

ください。  
井上 場長   現時点では１点にしたいと考えておりますが、委員がおっしゃる

ように、いいものが相当数あれば、各食器に分けることも、あり得

ると考えてございます。実際に応募があった段階で検討したいと考

えております。  
市之川委員   この食器を見ると、汁物、おかずなど入れるようになっています

が、この中でご飯はどれに入れるのですか。  
井上 場長   通常、ご飯はおわんになります。カレーの時はカレー皿です。  
市之川委員   ご飯をおわんに入れたら、汁物はどれに入れますか。  
井上 場長   ご飯と汁物として、別々におわんが２つございます。  
市之川委員   分かりました。  
田中委員長   私からも１点だけ、キャラクター投票の方法は具体的にもう決ま

っているのですか。例えば、中学校で一括するとか、自由に投票箱

を置いて投票してもらうとか、扱いはどのようになりますか。  
井上 場長   まだ、そこまで決まっていませんが、愛称募集の関係もあるので、

現在考えているところでございます。  
田中委員長   分かりました。  
伊藤 委員   聞き逃したかもしれませんが、募集期間については、もう夏休み
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に入りますけれど、即これを印刷して各学校に配布し、８月３０日

の締め切りということですか。もう少し時間をかけてはどうかなと

思います。  
井上 場長   実は、先ほど申し上げなかったのですが、学校には昨日応募用紙

を配布させていただきました。保護者の方々のお手元に届くのは今

日になるかと思います。夏休み期間に考えていただいて、応募して

いただければと考えております。  
伊藤 委員   分かりました。  
田中委員長   先ほど雑談の中でも話しが出たのですが、何年か前に長野県松本

市へ行った時、そこの食器の中に、教育長、あれは手まりでしたよ

ね。印刷されていたのが非常に印象に残りました。どういうキャラ

クターになるか分かりませんが、帯広・十勝らしい、北海道らしい

ものが入れば愛着度が増すのではないかと思いました。たくさん集

まるといいと思います。  
田中委員長   他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。  
  その他（２）今後の事業予定についてを議題といたします。  
  直ちに説明を求めます。  

平野指導主事   学校教育指導室から８月の事業予定をご説明いたします。おびひ

ろキッズタウン２０１３については、昨年度に引き続き２度目とな

ります。今年度は帯広市、帯広市教育委員会が主催となり、子ども

たちの生きる力を育むため、職場体験や社会体験を通じて、働くこ

との意味や楽しさなどを体験する機会を提供いたします。８月７日

水曜日１０時から１６時、とかちプラザにて、対象となる児童は市

内小学校３、４年生、当日の欠席見込みも含めて先着 450 名を参加

予定としております。以上です。  
西尾 主幹   スポーツ振興室より５件ご報告させていただきます。１件目、ほ

っとドリームプロジェクトスピードスケート指導者講習会でござい

ます。８月３日土曜日１４時から、とかちプラザ軽運動室で、小・

中・高のスピードスケート指導者に対し、実技講習会を開催し、小・

中・高の一環とした指導体制の構築及び指導力向上を図ります。冬

季スポーツの全般にわたりましたトレーナーの方に年齢に応じたト

レーニング法、疲労時のリカバリートレーニングなどを主に講習会

を予定しております。次に、第６回帯広・韓国高校生バスケットボ

ール交歓大会、８月３日から７日までの予定で行います。帯広市総

合体育館、白樺学園高校も使いながら交流試合を行います。韓国の

高校生とバスケットボール競技の交流を通じて、相互理解を深め、

バスケットボール技術の向上を図るものです。続きまして、第２１

回帯広・韓国アイスホッケー親善交流大会でございます。８月７日

から１１日の予定で、帯広の森アイスアリーナを会場に行われます。

帯広と韓国の若人の相互理解を深め、アイスホッケー技術の向上を
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図るため、韓国から派遣された高校生と交流大会を行います。日韓

交流試合につきましては、先ほどのバスケットボール、アイスホッ

ケー、スピードスケートを行っておりますけれども、継続して開催

しているものでございます。続いて、第２８回日本クラブユースサ

ッカー選手権Ｕ－１５大会・デベロップカップ２０１３でございま

す。８月１４日から２４日、今年度は開催期間が１日長くなってご

ざいます。参加チーム数も全体で４８から６４ということで、非常

に大きな規模で開催されます。場所は帯広の森球技場、帯広の森陸

上競技場、グリーンパーク、競馬場南側運動広場、中札内交流の杜

のほか、幕別町の競技場も借りて開催されます。福島県Ｊビレッジ

の代替開催となるＪリーグ等のクラブユースチームによる全国大会

で、３年連続開催で平成２８年度まで帯広開催が決定されておりま

す。特に８月１５日から１７日の間、グリーンパークに３面の特設

会場を作ります。中学生とは思えないレベルの高い試合ということ

で委員の皆様にもご覧いただければと思います。朝１０時過ぎから

１４時半頃まで、１日３試合３コートで行われ、グリーンパークで

３日間楽しめますので、ぜひご覧いただければと思います。最後に

２０１３プロ野球パ・リーグ公式戦が８月１７、１８日に帯広の森

野球場で開催されます。今年はソフトバンクホークスと２試合行わ

れます。同時に市内小学生を招待し、観戦野球教室も行われ、あこ

がれの選手のプレーを見ていただきます。先日、大谷高校が甲子園

出場を決めたことで、小学生の野球ムードも高まっておりますので、

盛り上がった試合になると思います。以上です。  
鈴木 課長   文化課からも５件ご報告いたします。１つ目は、２５年ぶりに開

催いたします、第２回おびひろ薪能公演でございます。８月３日、

１８時半から、緑ヶ丘公園特設能舞台を設営して行われます。これ

に先駆けて先週、大空中学校、花園小学校、帯広小学校で体験教室

をやらせていただきました。日本の伝統芸能で世界でも最古と言わ

れております。中学生の中には実際に触れて鳥肌が立ったという感

想も聞こえてきています。小学生は、船弁慶をやらせていただきま

したが、鬼の面を付けての演技でしたので、１年生などはちょっと

後ずさりするような光景が見られました。当日の天候が心配ですけ

れど、雨天の場合は４日に順延されます。ぜひ大勢の方に見ていた

だきたいと思います。続いて、マタニティコンサートが８月７日に

市民文化ホールで妊娠中の女性を対象に行われます。入場料 500 円

です。次に立川談春独演会２０１３を８月１１日、文化ホールで行

われます。チケットが 3,500 円で、少し高いかもしれませんがぜひ

見ていただきたいと思います。それから、クラウンファミリープレ

ジャーＢ、PLE-MIX のコメディーシアターを８月１７日、文化ホー

ルで、日本最大の道化師と言われております、クラウンファミリー
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の公演を行います。親子券が前売り券のみですけれど 2 千円、大人

1500 円、子ども千円、当日は 500 円プラスになります。最後に市民

文化ホールセミナー舞台技術講習会、これは毎年やっておりますけ

れども、舞台技術について、文化ホールのスタッフが体験しながら

学ぶ機会を提供するもので、２１日１４時から行います。以上です。  
本江 館長   図書館から６件ご説明いたします。現在、第４号のジュニア文芸

を募集中ですが、その実行委員による文章教室を夏休みに開催いた

します。１つ目は、小説・童話教室を８月２日、講師は鈴木扶氏、

２つ目は、読書感想文教室を８月３日、講師は加来義之氏、山崎靖

恵氏、３つ目は、俳句・短歌教室を８月４日、講師は山陰進氏によ

るものでございます。現在募集中で、対象は小学４年生から高校生

までとなっております。続きまして、８月 7 日、調べてみよう！動

物のこととして、動物園と共同し、動物園で実際に動物園職員の解

説を聞きながら動物を観察した後、図書館の資料で調べレポートを

作成いたします。小学生を対象とし、親も同伴可としております。

先着２５名で現在募集中ですが、かなり反響がいいようです。次に

４館連携事業、夕涼み生涯学習、立川談志古典落語特選上映会でご

ざいます。８月１０日に図書館で古典落語特選第２集を上映いたし

ます。次に認知症サポーター養成講座 in 図書館ということで、８月

２４日、図書館多目的視聴覚室で、サポーター養成講座を実施する

とともに、図書館所蔵の関連資料も紹介いたします。講師は大江病

院、看護主任の大森亮子氏を予定しております。次に８月２５日、

図書館まつりということで、図書館友の会の主催で、おはなし会、

マジックショー、折り紙教室、対面朗読、古本市、手作り小物販売

を行います。同じ日に製本講習会も行います。東京で製本の講師を

していらっしゃいます方が所用で帯広にいらっしゃるのを利用し、

講師料なしのボランティアで講師をしていただきます。今回は洋綴

じの四角い背の製本講習会を行います。それから、図書館まつりに

合わせ、子どもフロアーボランティア体験を行います。小学３年生

以上を対象に先着１０名に、実際に図書館で返却された本を本棚に

戻す作業を体験していただきます。いずれの事業もお時間がござい

ましたら、ご参加いただければと思います。以上です。  
北沢 館長   百年記念館からご説明いたします。８月３日に親子七宝講座を開

催します。７月に親子陶芸教室を３回開催しましたけれど、それに

続く体験教室でございます。２２名の申込みがございました。次に

８月３日から９月１３日まで、今年度の百年記念館の企画展で、捕

る・採る・録る、生物研究のワザということで、当館が行っており

ます、植物関係、生きものの調査研究の方法、その結果を展示・紹

介いたします。この期間中に、植物の分類講座、昆虫の分類講座、

夜の昆虫採集、その他いろいろな体験もの、講演など開催する予定
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でございます。ロングランでございますけれども、当館のやってい

ることもお分かりいただけると思いますので、お待ちしております。

それから、８月７日から１１日まで、ロビー展で十勝平野のなりた

ち、今年設立３０年を迎えました十勝の自然史研究会によります十

勝と大地の成り立ちを解説するロビー展でございます。それに併せ

まして、８月１０日は講演会も開催する予定でございます。それか

ら、８月１５日から９月１日までは、４館連携事業で未来に伝える

シリーズとして、昭和の遊び道具たち展を開催する予定でございま

す。それから、前期陶芸講座修了作品展、郷土学習バス見学会など

も予定しております。以上です。  
敦賀調整監   動物園関係の事業についてご説明させていただきます。まず、中

高生の１日飼育係について、これは夏と冬に各１回ずつ行っており

ますが、８月３日に飼育係の作業体験をしていただきます。次の４

館連携事業でございますが、お手元にパンフレットを配付させてい

ただいております。よりどりみどりがおかフェスタを８月４日に、

動物園を中心に児童会館、百年記念館、美術館、緑と花のセンター

を会場に、競馬場のリッキーが来るなど様々な取り組みを行うもの

でございます。次におやこ de zoo を８月１０日に、親子で小動物の

飼育体験をしていただきますが、こちらも冬休みにも開催する予定

でございます。最後に夜の裏側探検隊は、８月１７、１８、３１、

９月１日、夜の動物園を飼育員と一緒に園内を周りながら、夜行性

の動物を観察していただくものでございます。以上です。  
田中委員長   これから質疑に入ります。  
  夏休みということもあり、たくさんのイベントがございますけれ

ど、何かございますか。  
市之川委員   たくさんの事業の中で、医学系の事業として、認知症サポーター

養成講座というのがありますけれど、何課になるのか分かりません

が、脳血管系や免疫系の疾患、最近多く罹っている自立神経のバラ

ンスなど、医学系の健康に関する講演会は過去にも催したことがあ

ったのか、これからも予定はあるのかお聞きします。  
敦賀調整監   認知症サポーター養成講座は、図書館に限らず地域の福祉センタ

ー、コミュニティセンター、とかちプラザなどで高齢者福祉課が中

心になって、認知症サポーター、オレンジリングを広げようという

取り組みをしております。高齢者福祉課としては、開催場所の協力

があれば、どこへ行ってもやりたいという意向を持っておりまして、

図書館では何年か前から年に数回実施しているということでござい

ます。これ以外にも、委員のご質問のあったような健康・医療関係

の講座、講演会につきまして、保健福祉部の分野になりますけれど

も、図書館に限らず、コミュニティセンターや保健福祉センターな

どで栄養学も含めて開催してございます。図書館で過去に医療関係
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の講座を開催したかどうかについては、要請もあり毎年いろいろな

講座を開催していますので、調べてみないとすぐに分かりませんが、

健康関係について、情報としてまとめたリストを作成していますの

で、連携してやったことも過去にはあると思います。  
市之川委員   ありがとうございます。  
伊藤 委員   ４館連携事業の中で、よりどりみどりがおかフェスタについて、

なかなかいいネーミングで、行きたくなる感じのイベントではない

かと思います。子どもたちや保護者も期待しているだろうと思いま

す。４館連携という名称から、各館がこぞって１つのフェスタをす

るというのは、去年はなかったように思いますが、今回初めて行う

のでしょうか。ぜひとも、来年度以降も継続してほしいなと思いま

す。今年は動物園が中心になって行うのか、それぞれの館が持ち回

りで行っていくのでしょうか。  
北沢 館長   こういうお祭りといった大きなイベントとして開催するのは今回

が初めてです。４館だけではなくて、緑の花のセンター、道立美術

館、ばんえい振興室など、協力いただいて盛り上げていこうという

ことでございます。４館連携事業につきましては、図書館、児童会

館、動物園、百年記念館が主となっているのですけれど、担当はぐ

るぐる回っておりまして、４館連携事業の中の今回の事業について

は動物園が担当するということですけれど、作戦会議は随時４館集

まって開催して、何とか盛り上げようと努力しているところでござ

います。  
伊藤 委員   ぜひ、継続してほしいと思います。  
田中委員長   他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。  
  その他（３）寄附受納についてを議題といたします。  
  直ちに説明を求めます。  
大林 課長   学校教育課から寄附受納についてご報告いたします。帯広市内の

有限会社北成様から、７月９日付けでカンファスイ 10ℓ を 40 個、

41 万 1,600 円相当をご寄附いただきました。寄附の趣旨につきまし

ては、各学校での衛生管理に役立てていただくためでございます。

以上です。  
井上 場長   学校給食共同調理場よりご報告いたします。市内在住の○○様か

ら、７月８日に現金 200 万円のご寄附をいただいております。寄附

の趣旨につきましては、食育の推進のために役立ててほしいという

ことでございます。なお、○○様からは帯広市及び帯広市教育委員

会への寄附が今回で６回目、総額 1,394 万 8 千円相当となります。

９月議会で補正させていただく予定でございます。以上です。  
本江 館長   図書館から３件のご寄附のご報告をいたします。まず、１件目は、

６月２６日、帯広平原ライオンズクラブ様から、会員１日１本タバ

コ節約文庫として､11 万 2,084 円をご寄附いただきました。今回で
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４１回目、総額 484 万 7,884 円となります。９月議会で補正予定で

ございます。２件目、帯広さくらライオンズクラブ様から、６月２

７日、児童書 17 冊、7 万 88 円相当のご寄附がございました。８回

目の寄附で総額 60 万 229 円相当となります。最後に７月２日に東京

都の○○様から 500 万円のご寄附がございました。こちらの経緯は、

６月に企画課へ寄附の申し出がございまして、その時点では特に寄

附先が決まっておりませんでしたが、基金等のご説明をさせていた

だいた結果、図書整備基金へご寄附ということに決定いたしました。

図書整備基金に寄附として９月議会に補正計上させていただきまし

て、取り崩す際には、３割以上を児童書と古典に充てていただきた

いというご本人の意向でございます。また、個人からの寄附が 500

万円を超えることから、紺綬褒章の対象となりますので、これから

手続きをしてまいります。以上です。 

北沢 館長   百年記念館から２件の寄附についてご報告いたします。いずれも

書の作品でございます。１件目は、帯広市の○○様から、浦辻卯堂

氏の龍翔鳳舞という書をご寄贈いただきました。帯広で書道教室を

開いていらっしゃった方で、こちらは昨年１２月に市民ギャラリー

で開催しました帯広で見る１３０年の歴史展に展示した資料でござ

います。続きまして、帯広市の○○様から、内木小舟の書１点、石

田栖湖の書２点をご寄贈いただきました。これにつきましても、同

じく帯広で見る１３０年の歴史展に展示させていただいたものでご

ざいます。以上です。  
敦賀調整監   動物園からご報告させていただきます。帯広市内、おびひろ動物

園協会様から、７月１３日に開園５０周年を記念した、動物園の未

来を語ろう会の席で、ベビーカー２０台、歴史パネル掲示板１基、

44 万 480 円相当、動物園の開園５０周年を記念し、入園者の利便性

向上ということでご寄附いただいたものでございます。以上です。  
田中委員長   これから質疑に入ります。  
各 委 員   ありません。  
田中委員長   別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。  
  事務局からその他説明事項はありますか。  
事 務 局   ありません。  
田中委員長   ここで、会議の進め方についてお諮りいたします。次の日程第６

の案件については、帯広市教育委員会会議規則第１６条第１項第２

号により、秘密会にしたいと存じます。  
  これにご異議ありませんか。  
各 委 員   異議なし。  
田中委員長   ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。  
  これより会議を秘密会といたします。  
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    （以下、非公開）  
        
田中委員長   事務局からの説明は以上でありますが、各委員から他にご意見、

ご質問等があれば、お受けいたします。 

田中委員長  私から１点だけよろしいですか。例の広島の事件でもありました、

ＬＩＮＥというのがありますよね。帯広市ではその対応については

もう始まっておりますか。 

橋場 部長  ＬＩＮＥに限らず、ＳＮＳについては前回の議会でも問われてお

ります。教育委員会としても、子どもたちや家庭に対する啓発とい

うのは、今文書で配付するという形をとっておりますが、いじめ不

登校対策委員会のメンバーがいろいろな研修などを考えていますし、

市Ｐ連と協力しまして、市Ｐ連の研修の場で、うちのスタッフが直

接出向いて保護者に訴えかける機会を設けようと思っております。 

田中委員長  聞いた話で、ＬＩＮＥを見たことがないので分からないのですけ

れども、通常のコミュニケーションツールがいじめの温床になって

いるという話もあって、人の悪口しか出てこないＬＩＮＥもあると

聞きます。他にも当然あるのでしょうけれど、気をつけて見ていか

なければならないコミュニケーションツールなのかと思いました。 

橋場 部長  グループを特定するので、はじいてしまい仲間外れができるとい

うこと。瞬間的な会話を楽しむので、頭の中でじっくり考えて、い

いことか悪いことかを考える間もなく、すぐ返信しなければならな

いというところ、今回の広島の事件もそういうことがあったのでは

ないかと思います。 

田中委員長  あんな風になってしまうというのがすごいと思います。気にして

いただければと思います。 

橋場 部長  これからもしっかり対応していきたいと思います。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、本日予定されておりました案件はすべて終了いた

しました。 

  以上で平成２５年第１４回帯広市教育委員会会議を閉会いたしま

す。 


